
セミナーのご案内

「根尖病変を治癒に導くポイント」
～ 一般開業医の視点から ～

●日時／3月10日（日）13：00～15：00
●定員／90名　●会場／4Fセミナー会場　●対象／歯科医師
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弊社営業担当にお渡しいただくか、弊社にFAXにて直接お申し込み下さい。定員になり次第締めきらせていただきます。取得した個人情報は厳重に管理し、あらかじめご本人の同意を得ることなく第三者に提供することはいたしません。

●お申込み・お問い合わせ  （株） 佐 波
金沢市尾張町2丁目9番5号
http://www.sanami-dental.co.jp/
TEL.076-232-3733 FAX.076-222-0929

●受講者名とセミナーの番号をご記入ください。（裏面もご利用下さい）

日時 金沢流通会館
金沢市問屋町2-61　TEL 076-237-0514［当日のみ 会場直通］14：00～19：00 9：00～16：00

会場

　歯内療法においては、自分では完璧な処置が行えたと思っても症状が改善しないケースや、
反対に満足のいく根管拡大が行えなかったにもかかわらず、良好な経過を辿るケースがある。そ
のような症例に遭遇した際に、机上で学んだことと臨床結果の違いに戸惑いを感じてしまうこ
とがしばしばある。現在でも、さまざまな新しい術式が提唱され続けていることが、歯内療法の
不確実性を顕著に表しているのではないだろうか。難しい処置であるにもかかわらず、日常臨床
のなかで頻度が高い処置であるため、より予知性の高い治療を行いたいものである。
　近年CBCTやマイクロスコープなどを用いた根管治療の術式が確立され、根管という不可視
部位の診断と清掃を行うことができるようになった。それらの有用性に疑いを挟む余地はない
が、単にそれらを導入することが、臨床成績の向上に繫がるわけではないと考える。それらの先
進機器をいかに活用して、どのような診断をくだし、どのような概念で根管治療を行うかは、つま
るところ術者次第である。
　今回は歯内療法のなかでも感染根管処置にポイントを絞り、基本的な概念や手技など、私な
りに考える根尖病変を治癒に導くためのカギを呈示させていただく。先生方にとって、明日から
の臨床ヒントになれば幸甚である。

3月9日㊏・10日㊐

佐波詳細はWEBで

～お口の健康と素敵な笑顔作りのお手伝い～

検 索

●ご略歴
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・1996年 九州大学歯学部卒業
・1996年 山内歯科医院勤務
・1998年 下川歯科医院勤務
・2003年～ くらとみ歯科クリニック開業

●所属学会・資格・役職など
・日本歯周病学会 専門医
・日本臨床歯周病学会 認定医、
　歯周インプラント認定医
・日本顎咬合学会 指導医、副理事長
・日本審美歯科協会
・日本歯内療法学会
・北九州歯学研究会
・経基臨塾

本セミナーは、受講のお申込みが多数となる事が予想されますので、1医院様・1名の
同伴者のみとさせて頂きます。
※尚、お申込みのお客様には、後日受講票をお渡しいたします。（当日、必ずご持参下さい）
　何卒、ご理解とご協力の程お願い申し上げます。

SanamiSanami
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デンタルフェアー 2019デンタルフェアー 2019



弊社営業担当にお渡しいただくか、弊社にFAXにて直接お申し込み下さい。定員になり次第締めきらせていただきます。
取得した個人情報は厳重に管理し、あらかじめご本人の同意を得ることなく第三者に提供することはいたしません。

●受講者名とセミナーの番号をご記入ください。

タイム
スケジュール

受講者名 セミナー番号 受講者名 セミナー番号

・13：00～14：30
・2Fセミナー会場

明日から役立つ安全安心な歯科治療
― 笑気吸入鎮静法を活用しよう！ ―

●日時／3月10日（日）
　　　　10：30～12：00
●定員／30名　●会場／2Fセミナー会場
●対象／歯科医師
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●ご略歴 先生方は日々の治療で患者さんの痛みや不安をどの程度理解して寄り添った治療をしていま
すか？それぞれの先生が臨床経験や勉強会などで得た知識にもとずいて様々な工夫をされて
いると思います。
未曾有の超高齢化社会となり、高齢者、有病者の治療が日常茶飯事になっていますが、安全な
治療を行うためには今まで以上に詳細な医療面接(問診)や全身状態評価を行い、その評価に
従って適切な局所麻酔薬や局所麻酔法を選択して、全身状態を注意深く観察しながら治療(特
に抜髄、抜歯、歯周外科、インプラント手術などの観血的な治療)を行わないと思い掛けない
偶発症に遭遇したり医療事故の当事者になる可能性も高くなってきていると思います。
今回のセミナーでは高齢者や有病者の治療をより安全に行うために是非とも必要な生体情報
モニタ(血圧、脈拍、経皮的動脈血酸素飽和度、記録計)と笑気吸入鎮静法(30％以下の低濃度
笑気による精神的ストレスの軽減と同時に70％以上の高濃度酸素を投与することによる酸素
化の改善)の活用法のポイントを実践的に解説して、患者さんに「安心して治療が受けられまし
た！」と言ってもらえるように明日からの治療をブラッシュアップしたいと思っています。
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愛され、選ばれ続けるための
　　歯科医療接遇＆７つの秘訣

3月9日（土）

3月10日（日）
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●ご略歴
歯科衛生士学校を卒業後、銀座の天井久代
デンタルクリニック入職。
その後、チーフ育成・新規開業・院内システ
ム構築等の経験を経て、全ての事業を継承
後、エイチ・エムズコレクション所属。

臨床現場で患者さんと関わるときに、何か大切にしていることはあります
か？
「不安を安心に変えてあげたい」、「悩みやコンプレックスを解消してあげた
い」、「最高の施術を提供したい」など、様々な想いをもって患者さんと関わっ
ていると思います。
今回のセミナーでは、患者さんが“通い続けたい”と思えるような医療接遇の
秘訣について、“７つのシーン”における おもてなしのサイクルをご紹介しま
す。
一人ひとりの行動・発言・態度が、患者さんの総合評価に大きく影響します。

CAD/CAM冠の小臼歯の保険適用以降、個人ラボにもデジタル技工が急
速に普及しCAD/CAM関連機器は今では欠かすことのできないアイテムと
なりました。
その中でも歯科用CAD/CAMの核となるCADソフトはあらゆる補綴物を
デザインする事ができますが日常限られた機能しか使用されていない方が
多いのが現状かと思われます。
そこで前半は3shape「Dental System」のソフトを用いた簡単な操作方
法のご説明とあまり使用されていない便利な機能のご紹介をさせて頂き後
半は、今注目されている3Dプリンターの初歩的なご説明と歯科における活
用法についてお話させて頂きたいと思います。

現在、歯周病を治療する中でプロケアに加えてセルフケアで口腔衛生状態
を保つ患者様が増え、歯周ケア歯磨剤も多く発売しております。
今回弊社では、歯周病リスクが最も高い患者様用の「Sytema　SP-Tシリ
ーズ」のリニューアルに加え、新製品として歯周病リスクがある患者様用の
「Systema Haguki Plus PRO」を発売し、リスク別に選択出来るようラ
インナップを拡充いたしました。
ラインナップ拡大に伴い、歯周病発症メカニズムの各フェーズに沿った薬
用成分を配合したSystemaシリーズの選択基準や弊社商品の詳細、活用
方法についてご紹介させて頂きます
今後のご指導の一助にして頂ければ幸いです。
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●日時／3月9日（土）　17：00～18：00
●定員／20名　●会場／2Fセミナー会場　●対象／歯科技工士
●講師／モモセ歯科商会　山本 政治 氏

●日時／3月10日（日）　10：00～11：00
●定員／40名　●会場／2Fセミナー会場　●対象／歯科衛生士
●講師／ライオン歯科材（株）歯科衛生士 小泉 マスミ 氏

●日時／3月10日（日）　13：00～14：30
●定員／80名　●会場／2Fセミナー会場　●対象／歯科衛生士

デジタル技工の優位性
～CAD/CAM冠だけじゃないCADソフトからの３Dプリンター活用法～

歯周リスクに応じた
次世代セルフケア処方 5

特別
講演3・10：30～12：00

・2Fセミナー会場2

・17：00～18：00
・2Fセミナー会場5

・13：00～15：00
・4Fセミナー会場1・10：00～11：00

・2Fセミナー会場4

日本大学歯学部（昭和50年卒）
日本大学大学院歯学研究科修了
（口腔外科学専攻）
日本大学歯学部口腔外科学教室
日本大学歯学部歯科麻酔学講座
国立がんセンター麻酔科
独立行政法人労働者健康福祉機構
　関東労災病院麻酔科
日本大学　准教授（2016年３月退任）
日本大学歯学部付属歯科病院
　歯科麻酔科科長（2016年３月退任）
医療法人寿門会 みさき歯科医院 院長
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